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京都府内自治体
非核・平和施策ご担当者　様
2025年度（令和7年度）
非核・平和施策に関するアンケート調査のお願い
拝啓
　京都府内自治体の非核・平和施策ご担当者におかれましては、本会が毎年実施している「非核・平和施策に関するアンケート」にご協力いただき、心から感謝申し上げます。
予測困難な災害や感染症対策など、住民の生活と健康・くらしを守る取り組みにご尽力されていることに敬意を表します。
さて、2025年は、被爆80年であり、前年12月に日本被団協がノーベル平和賞を受賞した特別な年でした。被爆者の訴えは世界の人々に届き、ノーベル委員会が受賞理由で「被爆者としての証言を通じて、核兵器のない世界の実現と核兵器が二度と使用されてはならないという国際規範（核のタブー）の確立に長年貢献してきた」と被爆者に敬意と感謝を述べていました。核兵器禁止条約は、2021年に国際法として発効し、今や批准国が74か国、署名国が95か国となり、条約参加国は国連加盟国の過半数を占め、核兵器禁止条約の推進の流れは、国際社会の多数派となっています。
　また、戦闘が長期化しているウクライナ戦争やパレスチナ戦争において、核兵器使用だけではなく、原子力発電所が核兵器となり得る危惧も叫ばれています。さらに、洪水や干ばつなど異常気候が世界中で深刻な事態を招いています。いずれも「地球で人類が生存し続けることができるか」が問われています。
　本会は、こうした事態を憂い、従来にもまして自治体の反核平和施策が重要だと考えています。引き続くご協力を、よろしくお願い申し上げます。
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追伸：・アンケートの返送は、ご多忙の折申し訳ありませんが、１1月２８日までにお願いいたします。
　　　・昨年度のまとめ集を同封しております。
　　　・昨年度までのデータは本会ホームページhttp://kyoto-hikaku.la.coocan.jp/に掲載しています。
　　　・また、今年のアンケート用紙を掲載しています。ご活用ください。
・なお、今年度はアンケートの回答を郵便でいただいてもいいように、返信封筒を用意いたしましたが、次年度からはメールでご回答を寄せていただくようにお願いさせていただきます。
